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総合型地域スポーツクラブの調査研究【1】

ComprehensiveSportClubs：Researchesandlnvestigation【Ｉ】

清雲栄純

Ｉ．はじめに

大宮（さいたま市）に来て９年が過ぎようとしている。プロサッカーチーム

大宮アルディージャのゼネラルマネージャーとしてチームの強化や普及・育成に

携わると同時に行政や地域の皆さんとも関わりを持つようになった。交流が頻繁

になるにつれてサッカーだけに留まらず、他のスポーツや文化活動のリーダーの

皆さんとの連携も取れるようになり、Ｊリーグの理念である地元（ホームタウン）

から愛され支えられるプロサッカークラブとして存在価値が認められるようにな

ってきた。密着度が深まるにつれて「地域のスポーツ振興」が大きく立ち遅れて

いる事に気づかされる。住民の皆さんからは「運動をしたくても施設が少ない」

｢指導者がいない」「自分に合ったスポーツがわからない」などの声を多く聞くよ

うになった。このような現状を打開するためには地域のスポーツの問題点は何か、

地域スポーツクラブの現状はどのように推移しているのかについて調べる事が必

要であると感じた。アルティージャがトレーニングで使用している市営堀崎グラ

ンド（見沼区）で状況把握のために、このグランドで活動しているスポーツ団体

にも聞き取り調査を行った。その結果「芝生のグランドがほしい」「飲食施設が

あれば」「運動した後の休憩場所がほしい」との要望が多く、この状況を「行政

に何とか改善してほしい」という意見が大半を占めた。調査を進める中で感じ取

れたことは、今までは問題の究明や現状の把握が出来たとしても具体的な方策の

提示がなされていなかった事に気づかされる。

とにかくアクションを起こさない限り何も始まらないと考え、大宮アルディー

ジャと地元有志の皆さんと連携して２００２年５月に総合型地域スポーツクラブを

目指して『さいたまスポーツクラブｊを立ち上げた。クラブメンバーの献身的な
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取り組みが評価され、翌年９月にＮＰＯ法人の認証を受ける。クラブではさまざ

まなスポーツや文化事業に挑戦する一方で「地域のスポーツに関する」問題点は

何かを研究した。その結果、今までの行政主導から住民がイニシアティブを取る

住民主導に変わる事で地域のスポーツ振興が今まで以上に進むのではないかと考

えるようになった。私は地域の皆さんに対して会合や集会で自身が体験したヨー

ロッパの「総合型地域スポーツクラブ」についての歴史や現状を紹介し、説明を

繰り返した。そんな中、２００３年４月にさいたま市は「政令指定都市」として自

立した「まち」を目指して第一歩を踏み出す。市長が掲げたスローガンに「子育

てするならさいたま市」「サッカーのまちさいたま」の２本柱を掲げた。これを

期に「－市民一スポーツ」を基本理念に「スポーツ文化をさいたま市に浸透させ

よう」と、２００４年４月に教育委員会とさいたま市総合型地域スポーツクラブ推

進委員会が協働して「スポーツプラン」作りに着手した。私も推進委員会委員長

として策定委員と総合計画部会のメンバーとしてスポーツプラン作りに参加した。

推進委員会とは１区に１箇所以上の総合型地域スポーツクラブの設立や育成に

向けてサポートする事を目的に市役所内に設立された組織である。調査の目的は

スポーツプラン作りに必要な市民へのアンケートを実施することで、地域スポー

ツの現状を把握し、総合型地域スポーツクラブの普及・育成に向けての問題点が

明らかになる事である。以下に市民が運動やスポーツ活動をどのような視点でと

らえているのか、又、「総合型地域スポーツクラブ」の普及や育成に向けて市民

がどのような考えを持っていたのか調査した結果を考察する。又、私が地域スポ

ーツの振興に興味を持つようになった経緯も記す。

Ⅱ、総合型地域スポーツクラブの必要性｜ドイツから学ぶスポーツク

ラブライフ」

1）●目標

私が「総合型地域スポーツクラブ」に興味を抱くきっかけは１９７４年５月のＨ

本代表選手として初めて遠征したドイツ（旧西ドイツ）での体験にさかのぼる。

この遠征は西ドイツワールドカップを観戦する企画も織り込まれエキサイティン

グで刺激的な出来事が多く、私の心に大きなインパクトとなって残る事になる。

ワールドカップでの試合観戦やクラブチームとのトレーニングマッチでは世界の
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サッカーを肌で感じると同時に、スタジア

ムなどでのホスピタリティーの充実は今ま

で経験した事のない心地よさがあり改めて

フットボールの奥深さを実感できた。

2）●感動

サッカー以上に私を驚かせた出来事は遠

征初戦で対戦したバイエルン・ホフ・スポ

ーツクラブ（ドイツ南部）とのトレーニン

グマッチ後のクラブハウスでのパーティー

であった。チームの役員や選手ばかりでな

くクラブメンバーである子供からお年寄ま

でが総出で手作りの料理や地元特産のビー

ルなどでもてなしていただいた。クラブハ

ウス内では私たちが対戦した選手達とグー（1974年西ドイツワールドカツ

ツやビリヤードで交流し、手入れの行き届プのポスター）
いた庭ではクラブのメンバーと歌やダンス

で時間を忘れて楽しんだ。私の隣に座った少年はこのクラブのユース選手で「将

来は代表選手になるのが夢です｡」と目を輝かせて話してくれた。歓迎のお礼に

日本代表チームのミニフラッグを渡すと、少年は私の手を取り両親のところに連

れて行き紹介された。いつもはクラブでダンスを教えているという母親は「家族

全員がここのメンバーで、クラブは地域の

誇りです」と話された。週二回サッカーを

楽しんでいるという父親は「このクラブハ

ウスはここにいるメンバー全員で建てまし

た」と言っていた。ここには地域の人たち

がクラブのために献身的に尽くす地元密着

のクラブライフがあることを実感でき、私

は日本で経験したことのない感動を受けた。

(バイエルン・ホフからプレゼン
トされたジョッキ）
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3)－１●夢

この遠征でベースキャンプ地となったデュイスブルグ郊外にあるスポーツシュー

レ・ベダーウでの経験も私に大きな衝撃を与えた。白樺の林に囲まれた緑のサッ

カーグランド５面（当時)、インドアのアリーナ、研修施設、宿泊施設、それに

併設されたレストランやクラブハウス、大きな池（ポートコース)、敷地の奥に

あるスタジアム、森の中に作られたサイクリングコース、ジョギングコースなど

がある。グランドでは合宿中の少年たちが大きな声を出しながら動き回り、アリ

ーナでは車椅子に乗った人たちがバスケットを楽しんでいる。

私たちの宿泊施設にはソビエト（現ロシア）のポートナショナルチームと西ド

イツサッカーユースチームが同宿し食堂ではさまざまな言語が飛び交っている。

隣のクラブハウス・ラウンジでは地域の人たちが軽食やビールを飲みかつ談笑し

ながらトランプやチェスなどのゲームを楽しんでいる。又、地元の子供たちが海

外の選手やスタッフと交流する風景を目にした時は、この施設の重要性を感じる

と同時に貧弱な日本のスポーツ環境との違いに、私たちは驚きを超えて別世界で

夢を見ているような気分にさせられた。

(1974年のスポーツシューレバダーウノ左：クラブハウスと宿舎右：クラブハウス内）
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3)－２● 

私が初めてベダーウを訪れてから３２

年経過した。２階建ての宿泊棟が２０階

建てに変わり、クラブハウスは３倍の

広さになっていた。又、アイスアリー

ナが建設され、プロサッカーチーム

ＦＣデュイスプルグのスタジアムも改

修された。

（2006年のスポーツシューレバダーウ）

4）●歴史

ドイツでは、どんな「まち」にも必ずスポーツクラブがあり、その数は全国で

約８７，０００以上ある（2005年統計)。どんな小さな「まち」にも小さいなりの施

設が整っている。スポーツクラブの会員数は約2,700万人にもおよび、実に国民

の３人に１人が地元のスポーツクラブに入っている計算になる。スポーツクラ

ブに加えて、ドイツには地域ごとにスポーツシューレ〈シューレとは学校の意味）

という施設（全国で２１箇所）があり、選手だけではなく審判・指導者・クラブ

経営者などの育成・強化も行われている。

なぜドイツのスポーツ環境はここまで整っているのか。それは「ゴールデンプ

ラン」とソフト面の施策である「第２の道」を両輪として推し進められてきた。

「ゴールデンプラン」とはドイツオリンピック委員会が作成したスポーツ施設

建設１５年計画である。１９６０年から実施され、それぞれの「まち」の規模に応

じて、子供たちの遊び場、スポーツ広場、

アリーナ、ブールなどが整備されてきた。

１５年間に投じられた金額は１５０億マル

クになるといわれており、連邦政府、州

政府、地方公共団体が２：５：３の割

合で負担した。

「第２の道」はドイツスポーツ連盟に

よって１９５９年に始められた。「第１の

(1975年ＦＣバイルン・ミューヘンのべツケ道」がチャンピオンを目指すエリート選
ﾝバウアー主将とクラブハウスで） 手のものであるのに対して「第２の道」
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(よ子供、婦人、壮年者から体の不自由な人といった、一般大衆にスポーツする機

会を与えることを目的としていた。

このようにドイツでは民間スポーツ団体がリーダーシップを発揮してスポーツ

ライフを支える基盤作りを行い、それを政府や地方公共団体が財政面で支えてき

た歴史がある。

その中には、プロスポーツを頂点とする総合型のスポーツクラブが含まれてい

る。私自身も代表選手時代にクラブを訪問し対戦した事があるサッカーの強豪チ

ームを有するバイエルン・ミューヘン（1900年創設）である。男子サッカー

(FＣバイエルン)、女子サッカー、チェス、卓球、男女バスケットボール、ハン

ドボール、ボーリング、体操といった種目別クラブが存在する。

5）●ヨーロッパのスポーツ文化

我が国が推進するスポーツ振興基本計画（2000年）の中で、地域スポーツ活

動の推進役として期待されているのが「総合型地域スポーツクラブ」であり、そ

の模範とされるのが、ヨーロッパ各国に存在するスポーツクラブである。このよ

うなクラブは、住民にとってちょうど郵便局のように違和感なく、町ごとに存在

する身近なものである。

私が最初にヨーロッパのスポーツ文化に触れたのは１９７４年の西ドイツであっ

たが、その後は毎年のようにオランダ、ユーゴスラビア（現クロアチア、現ポス

ニア)、ブルガリア、ルーマニア、チェコスロバキア（現チェコ)、ソビエト（現

ロシア)、スペイン、イタリア、ベルギー、イギリス、ギリシャ、スイス、オー

ストリアなどで多くのスポーツクラブを訪れるチャンスに恵まれた。

中でも、ユニークなクラブとして１８８９年設立されたＦＣバルセロナ（スペイ

ン）が上げられる。このクラブはサッカーのほかにバスケットボール、ハンドボ

ール、ローラホッケーのプロチームと野球、バレーボール、フィギュアスケート、

アイスホッケー、ホッケー、フットサル、ラグビー、陸上競技のアマチュアセク

ション全１２競技を持ち、１５万人（2006年６月現在）のゾシオと呼ばれる会員

が活動を支えている。バルセロナは社会的活動にも力を入れているため:More

thanaclub：（クラブ以上の存在）という標語を掲げ、２００５年にはクラブ創設以

来始めてクラブシャツに「ユニセフ」（Unicef）のロゴマークをつけ、世界に向

けてクラブの知名度を上げようとしている。

－１１２－ 
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このように、プロサッカーを頂点として、複数の競技種目が混在するいわゆ

るく総合型＞と呼ばれるクラブはむしろ少数派で、ヨーロッパにおけるスポーツ

クラブの７割は単一種目のクラブである。このような傾向は特にイギリスにおい

て強く、プロサッカーやクリケットクラブの大部分は、他の種目を併設しない単

一種目型であり、チーム運営やスクール展開が事業の主体である。そのため、こ

れらのクラブ会員は、Ｊリーグのファンクラブやサポータークラブの会員のように、

スポーツ観戦とさまざまな社交的プログラムへの参加を主たる目的にしている。

6）●地域スポーツの振興

外来文化である近代スポーツが日本に伝わったのは明治時代の初期である。学

校を拠点に全国に広がって行ったスポーツは、不幸にも体育と同一視され、教育

の手段として扱われるようになった。第二次世界大戦後の高度経済成長により少

しずつ人々の生活に余裕が出てくると、スポーツは企業の福利厚生や広告宣伝の

手段としての役割を負わされるようになる。こうして、日本のスポーツは学校体

育と企業の運動部を両輪として発展した。その結果、気軽にスポーツを楽しみた

い人たちはスポーツ・シーンから取り残されてしまったのである。

スポーツの本質は「遊び」である。だから、人間はスポーツがなくても生きる

ことはできる。でも「遊び」だからこそ、人間にはスポーツが必要なのである。

人々の生活に楽しみや喜びや潤いを与えるのがスポーツである。

多くの人がスポーツを気軽にたのしめるように、今回の調査が役立てば嬉しい。

Ⅱ市民の運動やスポーツ活動に関する調査の概要

1.調査目的

市民の運動やスポーツ活動の実態と意識について調査し、さいたま市におけ

る「総合型地域スポーツクラブ」の育成や普及に向けた検討資料とすること

を目的とする。

2.調査項目

○健康や体力の状態

○運動やスポーツ・レクリエーション活動の実施状況と今後の参加意向

○運動やスポーツ・レクリエーション活動の促進要因
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○スポーツ・ボランティアの実施状況と促進要因

○総合型地域スポーツクラブの認知度

○総合型地域スポーツクラブへの加入意向

○さいたま市のスポーツ振興に関する考え方

3.調査対象

母集団：市内に在住する１５歳以上の男女

標本数：6,000人

抽出方法：住民基本台帳より無作為抽出

4.調査時期

２００６年７月

5.調査方法

郵送法による質問紙調査

6.回収結果

有効回収数：2,513

有効回収率：４１．９％

7.有効回答者の属性

区別構成 (lii位：人）

｜ 

|;悪 ｌＩｉＪ 

－１１４－ 

区分 全体 西区 北区 見沼区 大宮区 桜 '１'央区 浦和区 緑区 南区

全体 2513 

(100%） 

196 

(7.8） 

313 

(125） 

363 

(14.4） 

257 

(102） 

202 

(8.0） 

207 

(8.2） 

348 

(13.8） 

249 

(9.9） 

378 

(15.0） 

性別

男性

女性

1103 

1410 

8５ 

111 

143 

170 

156 

207 

113 

144 

8１ 

121 

9１ 

116 

154 

194 

108 

141 

172 

206 

年齢別

１９歳以下

２０－２９歳

３０－３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

107 

279 

454 

405 

511 

444 

242 

7１ 

７ 

５１７０６７ ２３２４４１ 
３ 

８４６８９０１ １３５５５５３ 
７ ９００８２６７１ １４６４７７３１ 

８ 

５６７３３６ ２３４５４３ 
９ 

７ 

４９４１０１ ３３３４３１ 
６ 

８ 

４６５２１１０ ２４２４３２１ ８８２７３０３ １３５５７６４ 
７ 

９ 

６２１７７８ ２４４５４１ 
９ 

３３２８４１８ １３９６７６２ 
９ 
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8.調査結果の見方

・本文および図表中のサンプル数（Ｎ）は、質問項目ごとの回答者総数（無回答

含む）のことである。

・比率はすべて百分率で表示してあり、小数点以下第２位を四捨五入している。

四捨五入の結果、百分率の合計が全体の示す数値と一致しないことがある。

・百分比は、すべて回答者総数を基数として算出したため、複数回答の設問では

合計が１００％と超えている。

Ⅳ．調査結果の概要

第１節健康や体力について

1．運動不足に関する自己認識

運動不足について聞いたところ、全体では「大いに感じている」が３０．２％、

｢ある程度感じている」が４８．７％、「あまり感じていない」が１４．０％、「ほとん

ど感じていない」
碇２０冊４０ｑｏＧＤｈＢＯ､PC、､

鰹鰯i異。,{::'i:Mw’

蕊iil蕊

溌僧
蕊

いる。 （１）あなたは運動不足を感じていますか。

－１１５－ 
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年齢別にみると、２０歳～４９歳の層に運動不足を「大いに感じている」割合が

高くなっている。

埼玉県調査と比較すると、運動不足を感じている割合（｢大いに感じている」＋

｢ある程度感じている｣）は、本市の方が約１ポイント高くなっている。

全国調査と比較しても、運動不足を感じている割合（｢大いに感じている」＋

｢ある程度感じている｣）は、本市の方が約１４ポイント高くなっている。

2．健康や体力への注意

全体では、「常に注意を払っている」が２９．５％、「時々注意を払っている」が

53.7％、「あまり注意を払っていない」が１４．８％であった。

男女ともに「常に注意を払っている」「時々注意を払っている」が８割以上と

oｂ２ａｂ４０％６０、Ｂｏｂ１０⑰６

全休（N=2503）

男性（N=1103）

女性（N二1410）

15～19,(N=107） 

20～29曲(N二四9）

30～釣田(N=454）

ぬ～49皮(N郭05）

50～弱逮(N二501）

60-69皮(N二444）

70～79鼠(N=242）

鋤色以上（N=71）

西区（Nご'96）

北区《Ｎ=313）

只沼区（作363）

大宮区（N=257）

桜区（N言202）

中央区（N=207）

浦和区（N言34町

衡区（N二24町

南区（N二378リ

罎鰄｛

Ｉ 年肋閼

地区別

(2)あなたは健康や体力に注意を払っていますか。
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なっており、健康や体力に注意を払っている者が多いことが認められる。

年齢別にみると、未成年層を除き、高年齢層になるほど「常に注意を払ってい

る」割合が高くなっている。

埼玉県調査と比較すると、注意を払っている人の割合（｢常に注意を払ってい

る」＋「時々注意を払っている｣）は、ほぼ同じである。

一方、全国調査と比較すると、注意を払っている人の割合（｢常に注意を払っ

ている」＋「時々注意を払っている｣）は、本市の方が高くなっている。

第２節スポーツやレクリエーション活動について

1．運動やスポーツ・レクリエーション活動の実施状況

【Ｉ】活動の実施状況

全体では、現在、運動やスポーツ・レクリエーション活動を「行っている」が

35.7％、「行っていない」が５９．３％であり、無回答は５．０％であった。

性別に見ると、男性では「行っている」と答えた者が４１．８％、女性では30.9％

と、男性に比べ女｡、２０、…‘賎血…
全体（峠2513）

性の実施率力;低く

鰯{霊|則:｜なっている。

蕊|議
蕊侭
が、参考までに埼

露國

玉県調査と全国調(3)“た１J現在鰯づくＷ)ためO鰯やｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ鰯桁ってﾘｫｵｶ)｡
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査をみてみると、埼玉県調査では過去１年間に運動やスポーツをした者の割合

が７３．７％、全国調査では６８．１％となっていた。本調査では、定期的な運動やス

ポーツ・レクリエーションの実践に焦点をあてているため、上記の調査と比較す

るには【Ⅱ】実施頻度を参照されたい。

【Ⅱ】活動の実施頻度

週１日以上のスポーツ実施率（｢ほぼ毎日」＋「週に４日以上」＋「週に２～

３日」＋「週に１“２０、皿皿噸，｡.、

難儀
蕊■|蕊

蕊

代の実施率が低く（４）平均してどの程度の頻度で活動していますか。
なっている。

地区別にみると、北区の実施率が31.1％と高く、中央区が２３．７％と低くなっ

ている。

また、埼玉県調査（33.2％）と比較すると、週１日以上の実施率は本市の方

が４ポイント程度低く、全国調査（37.2％）と比較すると、８ポイント程度低

くなっている。

－１１８－ 
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【Ⅲ】活動の実施形態

運動やスポーツ・レクリエー

ション活動を「行っている」と

答えた者に対し、主にどこで行

っているかを聞いたところ、「地

域の教室やクラブ」（26.9％)、

｢民間のクラブ・スクール」

(２６．２％）、「所属していない」

(23.2％）の順であった。

地竣の放宜やクラブ

民間のクラブ･スケール(フィットネスクラブなど）

所■していない

■堵やOB食などのクラブやサークル

学校の＝⑭甸垂⑫､クラブ､サークル

その鮎

勾同等

０５１０１５２０２５３０ 

（単位:兜）

(5)「ｲﾃっている」と答えた方にお聞きします｡主に
どこで行っていますか。(Ｏはいくつでも）【Ⅳ】現在行っている活動の種目名

運動やスポーツ・レクリエーシ

ョン活動を「行っている」と答え

た者に対し、現在行っている活動

名を聞いたところ、「ウォーキン

グ」が３４．８％、「ゴルフ」が

１５．９％、「スイミング」が

１５．４％、「体操・新体操」が

11.1％、「テニス」が９．３％と上

位を占めた。一方、「バスケット

ボール」「ソフトボール」「バレー

ボール」などの団体球技は下位に

位置し、手軽にできて、学校以外

で行う環境が整っているスポー

ツ・レクリエーション活動の実施

率が高いと言える。

憲臺霧一一百顕
一国１１．１１１

:jiJJI 
ウォーキング

ゴルフ

スイミンゲ

体操･新体例

テニス

エアロビクス

陸上

サッカー

登山･ハイキング

フィットネス･ジム系

スキー･スケート･スノー7鮨ド

トレーニング

野球

サイクリング

卓球

武逝･拳法･空手

バドミントン

バスケットボール

ソフトボール

パレーポール

アクアピクス

ポーリング

バレエ

ポクシング

スカッシュ

その他

錬回答

【Ｖ】運動・スポーツ時間増加の意向

運動やスポーツ・レクリエーシ

ョン活動を「行っている」と答え

た者に対し、運動やスポーツ時間

０１０２０３０４０ 

（単位:船）

(6)行っている運動やスポーツ・レクリエーション活
動の種目をご記入ください。(いくつでも）
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を増やしたいかと聞い

たところ、全体では

「増やしたい」が函

50.7％、「今のままで

いい」が４８．９％、「減

らしたい」が０．４％で…

あった。

性別にみても「減ら

したい」と答えた者は

両者とも0.4％とわず

かであり、「増やした…

い」と「今のままでい

い」がほぼ半数ずつで

あった。

年齢別では、２０代（７）

の増やしたい意向が最も高く、

地区別では、桜区と中央区ｃ

隅２９､d０ｑＯＯｂO0LIOO、

薑
立体1Ｎご掛刀

男性（N憲秘1）

女性（Ⅱご“8）

１５－１０，【Nユコ

20-狐、（N屯刀

.o～蝿■(H言13｡

⑩～⑤■畑冨I動

９０～30■(H言u8m

Oo-6m(IUgI■） 

７U-70nmglOq 

GO白凹LIN=15〕

■区、O=00）

比区Ⅲ量110）

且堀田ＩＩｗ”）

大宮ロ【N言91,

ｏｚ国【Ｎ=“）

中央ロ１Ｎ含慨）

輿、ＥＩＮ二UJD）

８ｎＥｌ膝0＄

用回（N=131）

｛ 

’ 畷

２０代（７）運動・スポーツの時間を増やしたいと思いますか。

向が最も高く、次いで３０代、４０代となっている。

桜区と中央区の意向が高くなっている。

2．運動やスポーツを行わない理由

Ｏ、20､４ｍ６０、８０６100､

【Ｉ】運動やスポーツ

を行わない理由

運動やスポーツ・レク

リエーション活動を「行

っていない」と答えた者

に（市民全体の５９．３％)、

その理由を聞いたところ、

｢本当はしたいと思って

いるができない」と答え

た者が77.7％であった。

市民全体からみても、半数

全体〈N=1490）

男性（N二584）

女性（N=906）

１５～19瞳（N=62）

２０～29塵(N=188）

３０～39血(N=315）

４０－４９，(N言245）

５０～59厘(N二296）

６０～69皮(N=223）

７０～７９皮(N=112）

８０１２以上（N=49〕

(8)運動ﾔス

!:ii裏iifj
野’

鰯やスポーツ・レクリエーション活動をしないのIｊなぜです力)。
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近くの人（46.1％）が

本当はしたいと思って

いるができない状態に

ある。

年齢別では、３０代に

｢本当はしたいと思って

いるができない」と答

えた者が多く、１９歳以

下には「ほかにしたい

ことがあるから

(25.8%)」と答えた者も

認められた。

１ 
､４ 仕事や家事が忙しくて時間がとれないから

気軽にできる場所がないから

きっかけがないから

お金がかかるから

したいと思う咀日･時、があわないから

身体的に直れているから

仲間がいないから

身体的に無1塁ができないから

したいと思う通勤やスポーツ･プログラムがないか
ら

スポーツケラブ等に6Oする惰粗がないから

無回答

その他

ＦＤ国

茜ＨＢ

０１０２０３０４０５０６０ 

(9)「本当はしたいと思っているができない」と答えた方にお聞
きします。その具体的な理由は何ですか。（Ｏはいくつでも）

【Ⅱ】本当はしたいと思っているができない理由

運動やスポーツ・レクリエーション活動を「本当にしたいと思っているができ

ない」と答えた者にその具体的な理由を聞いたところ、「仕事や家事が忙しくて

時間がとれない」（56.4％）が最も多く、次いで「気軽にできる場所がないから」

(369％)、「きっかけがないから」（29.3％)、「お金がかかるから」（27.9％）と

なっていた。

地区別にみても同様の傾向が認められた。また、全国調査においても、「仕事

(家事・育児）が忙しくて時間がないから」と答える者が最も多く、同様の傾向

が認められた。

3．運動やスポーツ・レクリエーション活動の重要度

全体では「大変重要である」が１１．９％、「重要である」が５２．９％、「あまり重

要でない」が２７．４％、「全く重要でない」が３．１％であった。運動やスポーツ・

レクリエーション活動を重要であると考えるものが半数以上にのぼることが認め

られた。

性別にみると、「大変重要である」が男性１４．３％、女性１０．１％、「重要である」

－１２１－ 
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が男性58.1％、女性50.4％となっており、男性の方が重要であると認識するも
のの割合が高くなっている

m２ｑ０⑩ｑＯｑＣＯＯｂｌｐｑＵ 辨
躯
脛
砺
》
》
『
剛
》
辨
州
州
州
倒
吋
囹
》
僻
融
帥

珂
咽
翻
》
『
『
『
》
》
麺
》
醒
垣
輕
輕
皿
》
》
叩
蛆

ｒ
－
１
Ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
 

叩
》
函 露

､肉ﾌﾟ身鯏悪霊雷雲字扇面

ｗ鰍灘鑿雲iﾃﾞｉ
”ｱ弾綱二:謡ＭｉＩ

…繋崖:ＩＷｉＩ
…矧臣劉偶’１

…雰口■
亀■
…巴瞬ＩｌＩ

(10）運動やスポーツ・レクリエーション
活動はあなたの生活にとってどの程
度重要ですか。

4．今後行ってみたい運動やスポー

ツ・レクリエーション活動

今後行ってみたい活動を聞いたと

ころ、「ウォーキング・散歩」が

42.8％、「屋内プールでの水泳」が

33.8％、「ハイキング」が２５．９％、

｢体操（軽い体操・ラジオ体操など)」

が１９．８％、「筋力・ウェイトトレー

ニング」が１８．９％、「サイクリング」

が１８．１％、「アクアピクス・水中ウ

ォーク」が１６．３％、「スキー・スノ

ーポード」が１６．０％などであった。

比較的個人で楽しめる運動やスポー

ツを挙げるものが多かった。

ゴンラインスケート

■■ 

ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ 

００にいい

ｆの曲

■■■ 

:ｌｌｌ 
１４１ 
Ｄ１０ 

説q，

画

0１０２０３０４０５０ 

（単位$“）

(11）あなたが今後行ってみたいと思う雛やスポー
ツ・レクリエーション活動はどれです力$．(Oは
いくつでも）

－１２２－ 

Hosei University Repository



第３節スポーツ・レクリエーション活動について

1．ボランティアの活動状況

「チームやクラブの運営や世

話」が３．９％、「大会やイベント

の運営や世話」が３．５％、「スポ

ーツの指導」が２．５％、「スポー

ツの審判」が２．２％、「スポーツ

施設の管理の手伝い」が１．２％

であった。

埼玉県調査（｢ある」１６．４％、

｢ない」８０．３％）と比較すると、

本市の方がボランティア活動に

携わったことのある者の割合は

低くなっている。

全国調査（｢行った」８．５％、

｢行わなかった」９１５％）と比

較すると、本市の方がボランテ

ィア活動に携わったことのある

者の割合が１ポイント程度高く

なっている。

涼’
たずさわったことはない

チームやクラブの運営や世話

大会やイベントの運営や世鯖

スポーツの指導

スポーツの審判

スポーツ施設の管理の手伝い

その他

濡回答

５ 

０２０４０６０８０ 

（単位:妬）

<12）あなたは、過去１年間に、スポーツの指
導・審判や大会・イベントの協力など、ス
ポーツに関するボランティア活動にたずさ
わったことがありますか。ある方はどのよ
うな活動を行いましたか｡(Ｏはいくつでも）

自分ができる内容のものがみつかれば

活動を一緒に行う仲間がいれば

わずかな時間を利用して参加できれば

活動に必要な知嘩や技術を事前に習
得できれば

活動にかかる瓦用(交通挽辱)が支給
されれば

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動には関心がない

少しでも金銭的な鞄酬があれば

その他

2．ボランティア活動に取り組み

やすくなる方法

「自分ができる内容のものが

見つかれば」が５０．５％、「活動

を一緒に行う仲間がいれば」

23.1％、「わずかな時間を利用し

て参加できれば」が２２．８％であ

った。ボランティア活動に関心

のない人は１１．８％と少なく、半

無回答

ＯｌＯ２０３０４０５０６０ 

（単位;粥）

('3〉どのようになれ'ﾎﾟ､スポーツ指導.審判、クラブ
運営のお手伝いといったボランティア活動に取り
組みやすくなるとお考えですか｡(oはいくつでも）
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数近くの人が自分のできる内容のものがみつかればボランティア活動に取り組み

やすくなると考え、全体的に関心の高さが伺われた。また、交通費や金銭的な報

酬への希望は比較的少ないことが認められた。

第４節スポーツ環境の整備について

1．活動をさらに行ったり、始めるための条件

「スポーツ施設や運動できるスペースが近くにあれば」が最も多く４１．２％、

｢クラブの会費や施設の利用料金が安くなれば」が３２．４％、「月数回程度、都合

がよいときに参加できれば」が２２．７％であった。

埼玉県調査において

も、「スポーツ施設や

運動できるスペースが

近くにあれば」と答え

た者の割合が最も高く

(50.9%)、本市とほぼ

同様の傾向を示してい

る。

全国調査では、公共

スポーツ施設について

望むこととして「身近

で利用できるよう施設

数の増加」が最も多く

挙げられている。

患
一・一一口弓几】■・几『几》》・》■》・乱几叫・｛几引

スポーツ■』aやHRUでQ陣ペース敵in<'二IMLば

ｸﾗﾌﾞの負日や麺の肘円FIQが宣くｂＩｕｆ

月低目阻度.ｐ古跡よしロ'二pnUghIf

g”ﾚﾍﾞﾙや目的に合ったﾌﾞ、ﾌﾟﾗﾑb旧`uLl2

-性に1ﾃﾗ倖閉臥しＷ２

億醜用”ｵ缶ﾂﾞ･元弱ﾑのＢｉ■舟が合えば

ｽﾎﾟｰﾂ■､へのＨｚＤ巴飢よ'知１２

国日に｡■でt6魂=ＢＨﾍﾟ汁や大金hRU6れIZ

３０分囲肛むど.図画日でDmTQ制２

ｽﾎﾟｰﾂ■､のf09J且､にで21812

Ｆ哀でpmT26ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがぁILlf

麹18肢'二より.L1つでｷﾉ\t1体白蝋を科lnTBIUIf

風用･ﾅｲﾀｰｶM2崖hに峰、夜日にｽﾎﾟｰﾂ節うことjMTGれIf

xZK司侭段やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ'二pT6HInbI鞄と■皿二平'二入れ１２

ｽﾎﾟｰﾂを唾てくれるHIDEい妬邨Ｔ･ｺｰﾁ帆Ｗ２

ｽｵｷﾆﾉGlHl華瞳RXMfのﾌﾟﾛﾌﾟﾗﾑｳﾞUMLIf

■駐■

その句

■412 

324 

N言25口

０５1015２０２５30羽４００９

（n位:9ｍ

(14）あなたはどのような条件が整えば、運動やスポーツ゛レ
クリエーション活動をさらに行ったり、始めたりするこ
とができると思いますか。（Ｏは３つまで）

－１２４－ 
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2．利用する施設

活動の際に利用する施設を聞いたところ、「公共の施設」が３８．２％、「公園」

が２８．７％、「民間の施設」が２４．４％、「山や川などの自然空間」２０８％、「自宅

周辺の道路」２０．１％、「学校の施設」８．９％、「職場及び周辺の施設」３９％であ

った。また、「利用していない」と答えた者が１５．１％であった。

地区別にみると、全ての区において、「公共の施設」が最も利用されているこ

とが認められた。

(15）あなたが、運動やスポーツ・レクリエーション活動の際に利用する施
設はどれですか。（○はいくつでも）

－１２５－ 

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

全体

(Ｎ=2513） 

公共の施設

38.2 

公l園１

28.7 

民間の施設

24.4 

山や川などの

自然空間
2０８ 

自宅周辺の道路

20.1 

西区

(Ｎ=196） 

公共の施設

38.8 

公園

31.1 

自宅周辺の道路

27.0 

山や川などの

自然空間
27.0 

民間の施設

18.9 

北区

(N-313） 

公共の施設

35.1 

公園

29.4 

民１１Mの施設

24.3 

自宅周辺の道路

21.7 

山や川などの

自然空間
2１４ 

見沼区

(N-363） 

公共の施設

4２７ 

公l劇

27.8 

民間の施設

23.1 

自宅周辺の道路

21.8 

山や川などの

自然空間
20.4 

大宮区

(N-257） 

公共の施設

36.2 

公園

32.7 

民間の施設

25.3 

自宅周辺の道路

17.5 

自宅

17.5 

桜区

(Ｎ-202） 

公共の施設

39.6 

公園

33.2 

民lillの施設

20.8 

山や川などの

自然空間

19.8 

自宅周辺の道路

/自宅
15.3 

中央区

(Ｎ=207） 

公共の施設

41.5 

民間の施設

30.9 

公l覚I

25.6 

山や川などの

|ﾖ然空間
19.3 

自宅周辺の道路

/利用していない
15.9 

浦和区

(Ｎ=348） 

公共の施設

38.2 

民間の施設

27.6 

公園

24.4 

山や川などの

自然空間
19.0 

自宅周辺の道路

16.4 

緑区

(Ｎ=249） 

公共の施設

3６９ 

自宅周辺の道路

29.7 

公園

27.3 

民間の施設

23.3 

山や川などの

自然空間
213 

南区
(Ｎ-378） 

公共の施設

35.4 

公lｉｉｌ

29.1 

民間の施設

24.3 

I｣｣や川などの

自然空間
22.8 

自宅周辺の道路

17.2 
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3．公共スポーツ施設の整

備にあたり配慮してほ

しい点

「更衣室やトイレ」が

最も多く、５１．５％、次い

で、「駐車場」が４０．３％、

｢スポーツ後に集まれる

休憩室、談話室」が

25.8％、「高齢者に配慮

した設備」が２５．６％、

｢飲食施設」が２０．９％で

あった。

回在室やトイレ

吐血旧

スポーツ後に鎮まれる休憩室･随妖宕

高齢者に鹿印した殴自

位食瞳瞳

夜間砠明･ナイター股個

陣呑宕に田画した股恂

キッズルーム(庇皿笛⑱なめ

健康やスポーツ傷害に関する相餓室

芝生のグラウンド

売店(スポーツ用品･用具など）

観客席

研修･全旧逝

特にRnい

nN回答

その他

０１０２０３０４０５０６０ 

（国位:鉛）

(16）あなたは､市の体育館､ブール､テニスコート、グラウンドな
ピの公共スポーツ施設の整備(建設･改修)にあたって、ピの
ような点に配慮してほしいと思いますか。(Oはいくつでも）

4．総合型地域スボーツ

クラブについて

晩２晩４DbO娘ａ品ＩＤ仇

凸体《H=29ｍ】

F1伍（N=90■）

女fｆ（H=141⑪

05-10□(昨UOn

2o-2D■【N言279》

”～｡､臣【腓0卸３

４０－４８血【作455）

３０～59,【作500〉

６０－００由(作44④

70-7,肛(昨z極】

四二E1P（N名７０）

■＆（昨IDO）

土色：艸夛３噸

n羽己（H意3■）

大宮ＢＩＮ旨25列

伝BKN罠202】

中央回(o仁207）

浦和Ｂ：作.⑫】

側目（峠240】

鷹曰（作078）

憾鳳｛

’ 
【Ｉ】総合型地域スポー

ツクラブの認知

全体では「知ってい

る」が５．３％、「聞いた

ことはある」が

１２．９％、「知らない」

が７５０％であった。

性別にみると、総合

型地域スポーツクラブ

を「知っている」「聞

いたことはある」とし

た認知の割合は男性の

勾勧別

百両家F石ヨ
ロ聞いたことはある

口四らない

口魚關弼Ｉ

睦ロヨ

(17)前述のような｢総合型地域スポーツクラブ」をご存知ですか。

－１２６－ 

亟

（凶凹、【ＵＩＩ－（マリ０←『▽の巴、一色》
９ ■ 麺》唾錘

２４ ３２ １１ 
》

》

８２２ ０００ １１１２ ＪⅦ》麺｛雪．》Ｉ
唖６３ ■ＧＢ■５．５９・Ｐ〔Ｒ芦，０品Ｈ】Ｐ■麺叩麺璽．

３’ ５ 画
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方が女性よりも高く、年齢別にみると、６０代と７０代が高くなっている。

地区別にみると、認知率は浦和区が最も高く２１．６％、最も低いのは北区で

15,3％となっている。どの地区においても認知率は２割弱程度であることが認

められた。

【Ⅱ】「総合型地域スポーツクラブ」への加入意向

全体では「ぜひ入り“‘ぃ…｡.、…，｡、

たい」が９．３％、「条件企陣（…’

次第で入りたい」が“瓢{::Ｉｉ:１１：

\甜|譲った。
'■tfU入りたい

■条件次徳で入りたい

ロ入りたくない

ロわからない

ｌＢｍ巴香

蕊釦護
とが認められた。ハぃ詩鵠、卜と刀､同遜のｂ７Ｌ７こ。 （18）前述のような地域のスポーツクラブが近くにあったら、
また、地区別にみる入りたいと思いますか。

と、桜区と中央区の加

入意向が高いことが認められた。

前述【，】総合型地域スポーツクラブの認知度は２割程度であるのに対し、

加入意向は６割以上であることから、総合型地域スポーツクラブの認知及び普

及が求められているといえる。

【Ⅲ】月会費の希望

総合型地域スポーツクラブにおける妥当な月会費を聞いたところ、全体では

｢月2,000円以内」が最も多く３２．２％、次いで「月1,000円以内」が２５．２％、

－１２７－ 
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「月３，０００円以内」が

19.4％となっている。性

別にみても同様の傾向を

示している。

年齢別にみると、「月

1,000円以内」と回答した

割合が最も高いのが１９歳

以下、「月3,000円以内」

と回答した割合が最も高

いのが５０代であった。

ｍ２ＤＧ４０ＵＧＯＱＢＯＢ100Ⅱ 

全体【1W震2513〉

曰性IOCｴ9103）

女性Ｕ弾1410）

15～19虫(N二007）

20～2■座(N君219）

3D～ﾕﾛ■(炉454）

40～ODnl作403）

g0-59aOU可500）

00-00■”444〕

70-79曲伽麺42）

００空山上０W=TI）

鱗

(19）前述のような地域スポーツクラブにおける月会費は
いくら位が適当と考えますか。

Ｗ】教えてもよい、教えることができるスポーツ種目の有無

総合型地域スポーツクラブで、リーダーやコーチとして教えてもよい。教える

ことができるスポーツ
“２０ｂＯＯＬＯ“師らIODC

種目の有無を聞いたと

ころ、全体では「ない」

が８３．４％、「ある」が

7.1％であった。

性別でみると、男性

の方が教えることがで

きるスポーツ種目を持

つ者が多いことが認め

られた。

年齢別でみると、若

年層ほど教えることが

できるスポーツ種目を

持つ者が多いことが認

められた。

州
州
州
州
州
州
榴
州
州
州
州
州
鋤
鋤
州
舸
州
州
州
州

！
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
１
１
 

１
１
１
岨
岨
旭
旭
、
屯
、
上
包
皿
曰
区
巴
目
区
田
区

埣
鮠
麺
肘
瞬
辨
》
》
堺
旧
哩
曰
壮
狙
さ
徳
央
ね
凹
庶

へ
｛

一
几
大

中
洞

噸｛

’ 年■面

願Ⅱ■■■■■■■■l■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■ 

回
■■■■■■■■■■■■■■■■U■■■■■■■■■■■■■■■■U■■■■■■■■ 

、
■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■ 

刊■

油田別

(20）あなたは、前述のような地域スポーツクラブで、リーダ
ーやコーチとして教えてもよい.教えることができるス
ポーツ種目の技術や専門種目をお持ちですか。

－１２８－ 
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第５節さいたま市のスポーツ振興への期待・要望

1．さいたま市のスポーツ振興への要望

「年齢層にあったスポーツ年齢旧にあったｽ鋒ﾂ活助の開発.甘及
野外ス111-ｼ活動施肢や公困の鉦00

活動の開発・普及」力s３４．０％、 スポーツに関する１円62提供･広輯活助

｢野外スポーツ活動施設や公窩齢君の舷鷹福祉やｽﾎﾟｰﾂ掻貝
靱合型地域スポーツｸﾗﾌﾞの百成

園の整備」が２８．５％、「スポ…鈴ﾂ行事.大金･歓室の開催
回内スFH-ﾂ魔股の亜■

－ツに関する情報提供・広報ｑＧ枚体宵施設の閲放.旦慣
民間施股との通携

活動」が２８．１％、「高齢者の塵璽…⑪璽聾
スポーツ術導呑･コーチ･審判の育成

健康福祉やスポーツ振興」力ｉ スポーツボランティア活■の支援

障害者スポーツの掴90

25.9％、「総合型地域スポースオーツ.ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ団体への助成
スポーツに田する医科学的な研究の促進

ツクラブの育成」力;２５．４％、 スポーツに閲する団蹄交涼の橿阿

｢各種スポーツ行事・大会.国鬮的ｽﾎﾟｰﾂ大金の鴎致
大学との迅扮

教室の開催」が２５．３％、「屋特'率い
その他

内スポーツ施設の整備」力；

24.9％、「学校体育施設の開

放．整備」が２１．３％であった。（21）健康づくりのため（

０５１０１５２０２５３０３５４０ 

（単位:兜）

健康づくりのための運動やスポーツ・レクリエ
ーション活動を振興させるために、さいたま市

に今後どのようなことに力を入れてもらいたい
と思いますか。

－１２９－ 

罵遍云丙扇扇石弓云忘百頁Z面

霞
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Ｖ，調査結果のまとめ

第１節

● 

健康や体力について

8割以上の人が健康や体力に注意を払っている一方で、８割近くの人が

運動不足を感じている。性別では女性の方が運動不足を感じており、年

齢別では３０代が運動不足を感じている割合が多い。また、地区別では、

中央区の人に運動不足を感じている人が多く、実施率も最も低い結果と

なっている。

第２節スポーツやレクリエーション活動について（する）

●現在、運動やスポーツ・レクリエーション活動を行っている割合は

３５．７％、行っていない割合が５９．３％･性別では男性の方が実施率は高

く、年齢別では６０代の実施率が高い。また、性・年齢別では８０歳以

上の男性の方が、２０－３９歳の女性よりも実施率が高い。本調査では現

在の運動・スポーツ活動状況を聞いているものの、埼玉県及び全国と比

較しても実施率は極めて低くなっている。

●週１日以上のスポーツ実施率は本市が２８．９％、全国調査が４４４％と本

市の方が１５ポイント程度低くなっている。実施者のうち７割以上の人

がなんらかの団体に属し、特に地域の教室やクラブで活動する人が多い。

種目ではウォーキングを行っている者が多い。

●運動を行っていない者のうち、７割以上の人が本当はしたいと思ってい

るができないとし、その理由に仕鯛や家事が忙しくて時間がとれないと

している。また、全体のうち、過半数の人が運動やスポーツの時間を増

やしたいとしており、特に２０代は７５．９％が増やしたいとしている。地

区別では、桜区、中央区に増やしたいと回答するものが多かった。

●全体の６割以上の人が運動やスポーツは重要であると考えながらも、６

割以上の人が現状の運動やスポーツ活動に満足していないという傾向が

みられた。今後行ってみたいスポーツとしては、ウォーキング、屋内プ

ールでの水泳、ハイキング、体操など、比較的個人で楽しめるスポーツ

が多くあがっている。

－１３０－ 
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スポーツ・レクリエーション活動について（ささえる）

全国調査と比べて、ボランティアの参加率は上回っており、過半数が自

分のできる内容のものがみつかれば取り組みやすくなると考えている。

第３節

● 

第４節スポーツ環境の整備について

●全体の３８．２％が運動やスポーツのために公共施設を利用しており、整

備にあたり「更衣室やトイレ」「駐車場」「スポーツ後に集まれる休憩室、

談話室」を上位にあげている。

●総合型地域スポーツクラブの認知度は２割程度。６割以上の人が入りた

い意向を示している一方で、リーダーやコーチとして教えることができ

る種目を持つ人は１割にも満たない。

さいたま市のスポーツ振興への期待・要望

市へのスポーツ振興の要望では、「年齢層にあったスポーツ活動の開

発・普及」が３４．０％、「野外スポーツ活動施設や公園の整備」が

28.5％、「スポーツに関する情報提供・広報活動」が２８．１％、「高齢者

の健康福祉やスポーツ振興」が２５．９％、「総合型地域スポーツクラブの

育成」が２５．４％、「各種スポーツ行事・大会・教室の開催」が２５．３％、

｢屋内スポーツ施設の整備」が２４．９％、「学校体育施設の開放・整備」

が２１．３％であった。

第５節

● 

Ⅵ．おわりに

本調査で明らかになったように、さいたま市のスポーツ環境は市民が求めるレ

ベルには達していない。調査結果が示すように８割以上の人が健康や体力に注

意を払っている一方で、８割近くの人が運動不足を感じている。この数字は全国

平均より１４ポイントも高くなっている。又、全体の６割以上の人が運動やスポ

ーツは重要であると考えながらも、６割以上の人が現状の運動やスポーツ活動に

満足していないという傾向が見られた。本市の特徴として、運動を行わない７

割以上の人が出来ない理由として「仕事や家事が忙しくて時間が取れない｣、「気

軽に出来る場所がない」と答えている。特に２０代－３０代が深刻で「本当はし

－１３１－ 
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たいと思っても出来ない」と答えている。これに加え、運動やスポーツ活動を

｢行っている」と答えた人の約５割の人は「増やしたい」と答え、その多くは２０

代～４０代に集中している事に注目した。私の周りにも「通勤や子育てに時間を

割かれてスポーツをする時間がとれない」との声が多く聞かれる。その背景には、

今回の調査項目にはないが埼玉県は沖縄県に次いで全国で２番目に平均年齢が

若い県である。その中でも、さいたま市は政令指定都市になってから毎年人口増

加の一途をたどり、少子化が進む日本の中でも自然増が顕著に見られる市となっ

ている。（今年の１０ヶ月（2007年１月～１０月）を見ても7,835人と人口増加

が進んでいる｡）我が国のスポーツ振興計画で調っている「2010年までに国民

の週１回以上のスポーツ実施率を５０％にする」という目標に定めているが、さ

いたま市の実施率は３０％弱と全国平均より１５ポイントも低い。この問題をク

リアーするためにも、さいたま市の２０代－４０代をターゲットにした運動やス

ポーツ活動が出来るスポーツ環境の整備が必要不可欠である。その具体策は身近

に託児所機能を備えたスポーツ施設が存在する事である。

また、運動やスポーツ活動をさらに行ったり、始める条件として「スポーツ施

設や運動するスペースが近くにあれば｣、「クラブ会費や施設の利用料金が安くな

れば｣、「都合のよい時に参加できれば｣、「自分のレベルや目的に合ったプログラ

ムを選べれば」という声が大勢を占めた。このような問題を解決するためにも、

多種目、多世代、多様性を備えた住民主導型の「総合型地域スポーツクラプ」の

設立が望まれる。しかし、調査でも明らかなようにその認知度は２割程度と住

民の関心は低く、その運営を支えるスポーツ・ボランティア活動への参加状況は

全国平均より上回ってはいるが約１割ときわめて低い。このような状況を打開

するためにも「総合型地域スポーツクラブ」の普及・育成を計画的に実行する必

要がある。

「市民の運動やスポーツ活動」を充実するためにも地域住民や行政・民間スポ

ーツ団体が力を結集して「地域スポーツの振興」に真剣に取り組む時が来たと感

じた。私たち民間が主導する「さいたま市総合型地域スポーツクラブ推進委員会」

や県のスポーツ広域センターとが連携して市民が運動やスポーツ活動を行える環

境の整備に取り組み、地域住民が「この町に住みたい」「住み続けたい」と思う

ような街づくりのきっかけに今回の調査がなれば蝋しい゜
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